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第２回議会報告会議録 

 
●開催日 平成２６年６月７日（土）  

●時 間 午後２：００ ～ 午後３：３８ 

●場 所 町民会館 ２階 大会議室 

●司 会 菱川和英 

書 記 加藤宏明・若園ひでこ 

 

１ 議長あいさつ 

２ 司会による次第・進行の説明 

３ 各常任委員長報告・質疑 

 ⑴ 総務経済委員会  山田達郎 

 ⑵ 文教民生委員会  星野靖江 

 ⑶ 予算特別委員会  井俣憲治 

  （委員長への質疑はありませんでした。） 

４ 意見交換会 

 ● 公示すべき内容が掲示されている掲示板に監査委員会の報告がありましたが、鑑の文

書のみ貼ってあり、あとは下に置いてある。中身の確認ができないのだが、その結果と

監査された当事者がどのように自己総括されているのかをうかがいたい。 

  → 平成２４年度政務調査費の使用に関して監査事務局の方へ議会から議案として提

出した監査の結果が報告書という形でまとまったものである。 

    報告内容としては、政務調査費の使用に関して不備があるとの報告をいただきまし

た。今、議会としては、その報告書に対する結論が出ていない状況であります。 

  ・結論がでたら、報告してほしい。 

 

 ● あと２か月余りで首長選挙があるが、今のところ意思表示をした方がお二方みえる。 

   それぞれがどのようなことを考え、これからの４年間の町政をやろうとしてみえるの

か、公開討論をぜひしてもらいたい。 

  → 意見として聞きおくこととした。 

 

 ● １月１８日の報告会でも指摘しました。議員のみなさんが全員、全国交流レガッタに

観光団として参加されるようなこと、私たちの血税を使って行うことを一切やめていた

だきたい。それに対する明快な返事をいただいていない。 

  → 議員の中でもいろんな意見があり、あたかも観光に行っているようにみえる状況は

いいものなのか。また一方では、漕艇場がなければ行えないスポーツであり、競技人

口が少ないので、率先して競技人口普及活性化のために、我々議員がやっていくとい



2 

 

う役割があるのではないか。そういった意見もあり、現在も議論の途上である。 

    議員については２クルー分の出場枠をいただいております。これは、東郷町が全国

市町村ボート場所在地地内の競技会の加盟をし、どうやったら普及振興していけるの

かを議員交流という形で意見交換をさせていただいている経緯があります。 

    ただ、今年度、秋田県という非常に遠いところで開催されます。予算の都合上、通

常であれば６クルー出場できるところ、４クルー、３クルーになると。それは、困る

という意見を受けて、生涯学習課は全員行けるようにするためにバスであれば可能で

あると判断した。 

    ただし、議会の中では、全員公費でそれを対応するかどうか、議論が分かれており、

結論が出ておりません。ですので、次回報告会、あるいはご質問いただいた時に結論

が出ていればお答えしたいと考えている。いただいたご意見は真摯に受け止め、一方

で、ボート普及という意見とのバランスを取りながら進めたいと考えております。 

     

 ● 議会だより１１１号、表紙に若園議員、星野議員が写っております。議会だよりは公

費です。公金で作られているにも関わらず、来年統一地方選挙があって、自らの事前運

動と言われてもしょうがない。若園さんは編集委員長です。星野さんは編集委員です。

これほど町民を愚弄したことがありますか。議長、副議長の責任も重要です。簡単に言

えば、これは議員１５人全員の責任です。反省を促します。 

  → 編集委員は議員任期４年間中に２年任期として交代で行っている。委員長が取りま

とめ、委員会で作成している。 

  → 町民を愚弄している、とは思っておりません。自己宣伝とも思っておりません。 

    ただ、今回のお言葉を受けてその点に関しては、他の方も同じように思っているこ

とがありましたら、その点に関しては、心から反省いたしております。 

    委員会の中でも話し合い、表紙を決めている。それから、以前も他の議員が表紙に

登場していた経緯もありましたので掲載しました。そういった経緯があったことをお

伝えしたいと思います。 

  ・次回の編集後記に責任をもって、今回の経過と謝罪、町民に謝罪する文書を入れてく

ださい。 

  → 編集委員の中で協議して決定していただくこととなるかと思います。 

 

 ● セントラルについて、新聞に８５％承諾と出ている。整理組合がない中、ほんとうに

できるのか疑問がある。整理組合がなくて、三井不動産と仮契約。本当に契約できるの

かと思う。 

   町長が俺のところに持ってきたものにはいいことが書いてある。しかし、その中に政

府の審議官なのか、松井ちゅう審議官が２つぐらい言っている。一番始めに、エコのま

ちと言うけれど開発しないことが本当に一番よいことではないかという言い方をされ

ておる。それと一部の地権者だけが思い上がり、町長の考えでこういうことをやるのは

間違ってはいないか。こういう開発が失敗したところをいっぱい見ていると。だから、
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しっかり審議するとか、やめるとか、どちらかに決めた方がいいじゃないかという発言

だと思う。だから、そのへんを議会はもっとチェックしていただきたい。 

  → 今日、司会をしている菱川さんからも一般質問で８５％、発起人から、地権者数、

面積でも超えているとお聞きしております。現段階では、これは発起人会でございま

すので、今、組合設立のための同意を取っておる段階でございます。それで８５％が

県の基準で組合設立の目標数字でありますので、今組合設立に向けて確実な団体にな

りますので、各地権者に補償、組合設立のための同意…。 

  ・組合が出来なかったら、物が言えないじゃない。それと、東郷町の商工会がみんな了

承しているのか、それも問題だと思うよ。犬山もそうだし、一宮でも岐阜でもみんな

そう。そういう大きなものが１つできると、みんな商工会が白旗を上げて、みんな商

店街がシャッター街になるではないか。 

  → 意見として聞きおくこととした。 

 

 ● 東郷丸、東郷丸というけれど、東郷丸は一つの政党か、会派か。たぶん会派だろうな。

自民党の入党のお願いの文書、その中に書いてある。東郷丸を中心に、新自民党東郷支

部を設立するとある。これはなぜ自民党東郷支部、支部長の名前がないのか。川瀬町長

の名前、推薦町会議員山田達郎。なんでほかの人の名前が出ないのか。こんな推薦状が

通るのか。 

  → 東郷丸や自民党の話は、回答ができないため、聞きおくこととした。 

 

 ● 政務調査費はいつから付け始め、いくらもらっているのか。それと制約は何があるの

か。これだけはしっかりと聞きたい。 

  → 平成２４年度から、月１万円の年間１２万円を支給されることになりました。 

    活性化委員会の中で使途基準とか、運用基準とか、いろいろな細かいことを決めさ

せていただきました。政務調査費をいただくんですから、運用については十分に厳し

くということで決めました。 

 

 ● 政務調査費で、いわゆる領収書を乱発して名前、減税日本か、あれと同じようなこと

をやっていると言う議員がおるということも聞いておる。そのへんは、どうなっている

のか。もっと、しっかりと審議しないとダメだと思う。 

  → その件につきましては先程、話が出ました、監査委員に調査を委託、決議した案件

でございます。その結果が出ておりますから、その流れは追って発表させていただく

ことになろうかと思います。 

 

 ● 自治基本条例、東郷町の自治基本条例が出来ました。実を言うと、うちの町内でいろ

いろ確認したところ、ほとんどの方がこれを知らない。ですので、よく浸透するように

ＰＲをしてもらいたい。 

   それから、その内容について地域活動に対して、自主的参画に努めますとか、それぞ
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れの役目を認めてそれらを参画しますとなっていると思うのですが、町の方に、自治会

への加入の問合せをしますと「任意でございます」という返事である。自主的に参画を

求めております、と言うのは、入りたくない方は任意と言われたら入らないですよ。と

いうことは、自治体がだんだん崩壊していくと思う。自治体が崩壊していく理由はいろ

んな意味で、自治会と町民が見えない。つまり、議会と我々町民の中身が見えないから、

いろんな不満が出てくると思うんですよ。これらについての説明責任は基本的には皆さ

んにあると思いますので、その辺を強く要望しておきます。その辺も町に徹底しておい

てください。以上です。 

  → 意見として聞きおくこととした。また、町当局に意見があったことを伝えさせてい

ただく。 

 

 ● 一般質問の１２ページで議員が尾三地区自治体連携基本協定のことで、ご質問されま

して、役場の企画部長はこのように語っておりますね。ハードでは、火葬場、墓地や公

共施設の老朽化対策、ソフトでは、検診、予防などがあると。これが連携の内容だそう

です。だだ、医療、教育は難しいということで、今、ものづくりですね。セントラル開

発。一方で医療と教育が難しいぞと。ということは、この医療・教育分野は、東郷町で

全部処理が出来ますか。総合病院が東郷町にはありますか。まちづくりは、まちづくり

でいいかもしれませんが、一方で防災対策に必要な医療とか、将来を担う教育分野で、

隣接した街と連携できない。特に医療ですよね。東郷町に医療がないっていうのは、人

口増を求める中で一番の不安材料だと思う。ららぽーとよりはるかに重要と思う。その

ベースがあってこその、まちづくり、ららぽーとだと思います。ららぽーとが必要ない

とは言いません。順序が違うじゃないですかと。問題提起であると、そのように考えて

いただければいいです。 

  → 町当局に意見があったことを伝えさせていただく。 

 

 ● 議会だよりはスペースの関係でやむを得ないが、尻切れトンボが多い。安い紙を利用

するなど費用削減し、内容の充実をしてほしい。 

  → 意見として聞きおくこととした。ただ、予算要求したがついていない。 

  ・予算がなくても内容を充実させるように頭を使ってください。 


